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　幼児の食生活に関する系統的研究L2・3・4）の一端として，幼児期から学童期を経て思春期に至るまで
の，食物摂取ならびに栄養素等摂取状況の変動の様相を知るために，同一対象児について追跡調査を
行っている。今回は，豪雪と僻地という地域特性を有する山村を訪れ，日本経済の高度成長の中期よ
り最盛期を経て，低成長時代に至る約10年間に，発育期に必須の栄養素の充足率が66．7～83．　8％，動
物性たん白質比h：32．　8％というやや低位の栄養水準の幼児期を家庭保育で過ごした対象児ら4）が，そ
の後の成育過程で，高度成長のもたらした物質面の恩恵に浴し，とくに学校給食を受けるようになっ
て，その栄養水準がどのように変動したかを，小集団の平均値として分析し，あわせて個人栄養の視
点からも観察を試みたので，それらの成績を報告する。
調　査　方　法
1．　調査対象地域の概況
　調査対象地域の中頸城郡吉川町尾神は，信越本線柿崎駅よりパスで約1時間のところにあり，標高
400mの山間に位置する2級僻地である。県内有数の豪雪地に属し，1世帯平均耕作規模が約60　a
（水田率83％）の水田単t・FXII；IR地帯で，経営規模は零細であり・他産業や冬季li隊ぎに従事して生計
を立てている。部落内に雑貨店が1軒，簡易郵便局，小学校の分校（児童数17名）および集落開発セ
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ソターがあり，1日荏註復のバスの便があるが，冬季は交通窃情が悪化する。
　対象地域の社会・経済的環境の推移を知るための統計的資料は整えられていないが，この地域がそ
の一行政区である中頚城郡吉州町に、ついて，昭秘5年から約9～11年間の生活関連指標の推移を，新
潟県との比較において示したのが表1である。薄象地域の総世帯数は対象児が出生した頃の昭和41年
に59，幼児期の46年に54，思春期の56年に42で，46年から約10年問に12世帯（22．　2％）減少してい
る。入口は表2に示すように，昭和41年の312から漸次減少を続け，46年から約10年闘に？4（29．2
％）減じて，貌在は18Gである。琶帯数と人口の減少ρ仕方は吉用町の平均よりもかなり大であり，
徐々に過疎化が進行していることがうかがわれる。
　しかしながら，道路整備が逐年進行し，昭和54年には尾神までの県道がすぺて完全舗装され，冬季
も除雪により車両の運行が可能となり，道路整備の進行とともに住民の生活水準も次第に向上してい
るようである。41年からの10年間に起こった主なる生活環境の変化として，学校給食の開始，保育所
の翻設，モータリゼーショソ，家庭生酒の電化琶L．P．　G．の普及，簡易水道の設概，集落距発セソタ
ーの薪設をあげることができ，13年建に中学校が統合されスクールバスによる送迎となり，15年目に
小学校分校校舎が鉄筋コソクリート2階建に改築された．
表1　対象地域の社会的・経済的背畳の昭和45年から約9～f1年間の推移
関達指標
地域別 中頸城郡吉ノli町 （参　　考〉V　　潟　　県 備　　　　考
? ?
△8L6 104．1
世 帯　　　　数 △89．9 117．4 昭和56年／45年
入　　　口 密　　度 △81．6 104．｝
第1次産業 100．o 106．G
事業所数 第2次産業 100．6 105．1
第3次産業 101．4 UL8
家　言十　最　終　を肖　費　支　出 ＊262．5 2王5，7
飲 食　　　　費 ＊233，3 206．8
昭和54年／45年
エ　ン　ゲ ル係数（％） ＊91．6（29．6→27．1）84．5（33．5→28．3）
?
店　　　　数 △87．9 112．8
飲　　　食 店　　　数 △75．0 165．5
消費電力 量1小口電力） 13⑪．1 137．2
都市ガス需要状況（消費量） 一 1雪1．2
註：L寧は蕨溜察農家経済統計の経営耕地規模0．5－LO加の場合の分析指標より算出した。
　　2．資群は新潟県統計年鑑より得たb
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表2尾神部落の人口の推移
備　　　　考　　入　口
N　度
年少入口
i0～14歳）
生産人口
i1ト64歳）
老年人口
i65歳以上）
?
対41年比 対46年比
昭和41年
@　46年
@　50年
@　56年
?（?）????（?）??????（?）?????（?）??????
100．0
W1．4
U9．2
T7．7
?????．???
　2．調査対象
　調査対象は，幼児期（平均年齢4．8歳），学童期（小学校5～6年）および思春期（中学校1～2
年）に継続して調査への脇力の得られたもので，蓑3に示すごとく，健康な男子2名，女子7名計9
名である。しかしながら，思春期にはNo．8とNo．9の対象の調査への協力が得られず，したがって
思春期の対象は男子1名，女子6名計7名であるe
表3　調
?
対 象
体位の昭和60年体位推計基準値に対する比 臨賭の職業・生活状態??
憩児 ?
?
児期 学童 期
?
春朋 家族描戒等
身　長 体重 身長 体重 身長 体重
? ?
配1 O崎○子
?
99．5 loo、9105．6111．1 103．2106．5敦　　　員 農業 祖父母、父、母、姉2入の計7人．三女
喩2 ○沢○子
?
9窪、呂 96』 9日，4 93．5 95．7 互02、呂 農業・出稼ぎ 農　業 祖母、父、愚、妹、弟の計6入、　長女
翫3 O本○子
?
91．9 go』 99．5 98．9 99．o 113．5農業・出稼ぎ 農　業 祖母，父、冊、姉2入の計6人、三女
hh　40野0夫
?
95．1 87．呂 9呂．7 77．2 103．1 呂9，4 会社員・農業 農業 祖父母、父、班、兄の計6人，　次男
翫5 ○田o子
?
δ印，6 79．9 97．6 88．9 lOO．1 99．o 会社員・農業 農業 祖母、父、母、姉2人、妹の計7人，三女
巨h6 ○川○子
?
90．3 go．7 95．5 93．2 100．0114．4農業・出稼ぎ 農業 祖母、父、母、妹、弟の計6人、　長女
晦7 ○沢O子
?
B9』 95．5 92．4 8宕．9 97．9 102．6農業・1謄ぎ 農業 祖母、父、母、姉、弟、の計6入，次女
翫8 ○川0子
?
9≦、9 95、卓 97．7 92．4 一 一 農業・出腺ぎ 農業 祖母、父、母、姉、弟の計己人、　洪女
翫9 O川O夫
? 9L591．5 94β 85．a 一 一 濃業・出線ぎ 農業 祖母、父、母、姉2人の計6入、長男
3．　調査時期および期間
調査時期は幼児期は昭和46年（46年夏～47年春），学童期は53年（春～冬）および思春期は56年
（55年秋～56年夏）で，期間はそれぞれ四季の各連続3日間・通年12日間である。
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　4．　調査内容および方法
　1）食物摂取状況調査　国民栄養調査に準じ，個人別秤量方式によった。栄養量の算出は三訂補日
本食品標準成分表の成分値492品目を入力した電子計箪機を用いて行っk。得られた成績の比較基準
には，昭和54年改定の栄養所要量算定方式5）にならい，対象児の体重をもとに個人別栄養所要量を算
出して適用した。また，動物性たん白質所要量は動物性たん白質比を幼児期eXSO％，学童期と思春期
は45％とし，脂質所要量ほ脂質エネルギー比を幼児期と学童期は25％，思春期は25～30％（各対象児
の摂取状況により適用）としてそれぞれ卸出した。また，食品構成基準墨は，高居ら6）の食品構成基
準量ならびに諸家のそれらをもとに表4のごとく試作し，おのおのに対する充足率を求めた。なお，
ビタミン類は調理による損耗を常法により差引いて示した。
表4　本調査に適用した食品構成
（単位：9）
年齢・性 幼児期（4～6歳） 学童期（10～12歳〉 思春期（13～15歳）
食品群 男 女
?
女
?
女
穀類礁繍 1‘4～1劔
X6～118
128～152
W4～101
35～270
H45～125
210～250
P25～115
285～330
､25～105
285～240
P05～115
い　　　も　　　類 30～3630～36 50 50 50 50
砂　　　糖　　　類 10 10 15～17 15 20 15
菓　　子　　類 30 30 30 30 30 30
抽　　　脂　　　．類 10～13 10～13 15～17 15－20 30 30
豆　　　　　　類 40～47 40－・47 50～60 6⑪ 65～・70 65
緑黄色野菜 50～60 50～60 70 70 70～80 70
その他の野菜 100～n4100～114140－17⑪140～170180～190170～180
果　　　実　　　類 120～135ユ20～135 160 150 160～170150～160
魚　　　介　　　類 30～36 30 65～8265～8290～85 90～・75
肉　　　　　　類 30～36 25～31 55～61 55－｝61 65～60 65～55
卵　　　　　　類 50 50 50－－70 50～65 75～6770～60
乳　　　　　　　類＊ 300－｝280300－r28⑪280～240280㌔240 240 220
註：＊印は生乳に換算した数敏である。
　2）摂取比率パターソの類似性　食品群ならびに栄養素等摂取比率パター一　7の，基準量・所要量パ
ターソ（それぞれ100％とする）に対する類似性は，田村ら7）の数値群パターソ解析法により箕出し
たeなお，算出した類似率が1．Gに近いほど，比較した二つのパターソはよく類似していることを示
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す。また，同じく二つのパターソの異質性を検討するために，異質指数s）（1から類似率を差引き
1，000倍する）を求あた。
　3）　摂取不足および適量・多量摂取児の比率の推移　比較基準に対して摂取比率が50％以下を摂取
不足，91～100％を適量摂取，201％以上（食品群の場合）または151％（栄養素の場合）を多量摂取
として，各群に属する対象児数の幼児期から思春期への推移を百分率で示Lfto
　4）体位測定　身長，体重を測定し，昭和54年改定日本入の栄養所要量算定に用いられた昭和60年
における年齢別，性別体位推計基準値に対比して，比率を求めた。
調査結果ならびに考察
　1．体位の幼児期から思春期への変動
　図1に示すように，対象児の幼児期の体位の推計基準値に対する比率は，身長の平均値が92．8±
3．3，体重のそれが92．0±6．⑪であった。その後それぞれ個性的な軌跡を描いて成長し，学童期には身
長の平均値）b997．　5土9．3，体重のそれが92，2土3．　7となり，概して長育が促されているものの未だ推計
基準値には達していない。思春期に至ると身長の平均ntk　hS　99．　9±2．　7，体重の平均msh：　104．　0±　8．　6と
なり，幅育が顕著で，概して望ましい状況に到達している。個人的な視点からはNo．3，　No．5，
No．6およびNo．7の対象児の順調な発育状況が注目される。
）??（??
ユ10
?????
ユ05
ユOO
95
90
85
80
■　幼児期
o　学童期
▲思｛SE期
　　80　　　　　　　　85　　　　　　　　90　　　　　　　　95　　　　　　　100　　　　　　　1⑪5　　　　　　　110　　　　　　　115　　〈％〉
　　　　　　　　　　　　　　体重の比華
図1　対象児の体位の昭和60年における体位推計基準値に対する比率の幼児期から
　思春期への変動紫況
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　　　爵2　食品群別摂敬量の食品群成目安量に対する充足率の幼児期から
　　　　　思春期への変動
　Z　食品群溺摂敵状況の成長に伴う変動
　食品群別摂取量の食品構成目安墨に対する充足率および変動係数の幼児期から思春期への変動状況
を図2に示した。幼児期においては肉類と乳類の充足率がそれぞれ35．7％，15．8％ときおめて低く，
しかもそれらの変動係数が大で摂取上の個人差が顕著であり，したがえって目安量に対するパターソ
類似率が低く，昌安量パターンとの異質｛生が認められた演，学童期ならびに思春期に至ると，菓子類
と海草類を除く飽の13食品群の摂取状況は目安量パターソに集約され，とくに肉類と乳類摂取状況の
改善が著しい。固様の屍象は表5からもうかがわれ，幼児期の全君象児が乳類摂取不足であり，77．　8
％の対象児が肉類摂取不足であったが，学童期ならびに思春期には乳類摂取不足は皆無となった。ま
た，思春期にはじあて穀類および乳類の適量摂取児がそれぞれ2＆6％畠現し，緑黄色野菜の適量摂取
児が増え，一一一・；17，葉子類の幼児期における多量摂取傾向が成長に伴って是正されており，概して，幼
児期の食品群別摂敢状沈は学童期ならびに思春期に至ると目安量に接近する望ましい状況に改善され
るようである。
　盆　栄養棄等摂敢讃況の成長に伴う変動　　　・
　対象児のSネルギーおよび各栄養素の所要麹こ対する充足率の幼児期から思春期への変動状況を示
Lたの演図3である。幼児期の摂取状泥は，所要量に薄するパターソ類似率からもうかがわれるよう
鑑学童無思春期のそれに比し，所要董パターソへよlj集約されている毛のの，動物性たん白質をは
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表5　食品構成目安量に対する食品群別摂取状況の幼児期から思春期への変動
（単位：％）
摂取不 足 適 量摂取
?
量摂取（50％以下）・ （91～110％） （20玉％以上）
幼児期 学童期 思春期 幼児期 学童期 思春期 幼児期 学童期 思春期
穀　　　　類 0 o 0 0 o 28．6 0 o 0
い　　も　　類 o 0 0 o 66．7 28．6 222 1L王 0
砂　　糖　　類 11．1 o 14．3 0 1L1 0 o o o
菓　　子　　類 0 11．1 0 0 0 0 88．9 222 28．6
油　　脂　　類 o 0 o 1L1 33．3 14．3 6 o e
豆　　　　　類 hO 0 28．6 55．6 22．2 28．6 0 o ?
緑黄色野菜 o 0 0 1L1 1L1 42．9 0 o
?
その他の野菜 0 0 o 222 11．1 3 王1．1 G e
果　　実　　類 o 0 0 0 1L1 14．3 11．1 0 3
魚　　介　　類 o 22．2 14．3 1LI 0 工乱3 11ユ ? o
肉　　　　類 77．8 22．2 11．1 0 11．1 28．6 0 G q
卵．　　　　類 o o 11．1 44．4 55．6 14．3 0 G 0
乳　　　　類 100．O o o 0 222 28．6 0 9
?
じめとして6栄養素が所要量を充足していないが，成長に伴って改善され，学童期にはエネルギーお
よび全栄養素が充足されるようになった。また，どの成育段階においても、エネルギーは適量摂取さ
れて，その摂取上の個人差がきわめて小さく，これと鋤照的な位置にあるのが動物性たん白質で，そ
の摂取上の個人差が最も大であることがうかがわれた。
　なお，表6に示すごとく，成長と共に，摂取不足は皆無となり，概して適量摂取の慧象毘が増えて
いる。
　4．　栄養比率の成長に伴う変動
エネルギ＿比の幼児期から思春期への変動状況は図4に示すごとくで効・幼児期の脂質エネルギ
ー一
艪ｪやや低く，糖質エネルギー比がやや高い吠況が，成長に儲ってそれぞれ適正鱒に達するように
なった．次に，鋤性た舶蹴の変鰍況は鶴のごとく拗蜘には32・・8％と低廊あっte・
が，学童期思春期こそれぞれ擬値（4謝施えるに至っている・また渤物獺讃龍畷蝋
況は同じく図5に示すように，幼児期に2昏2％と低く，成長に伴って高率となっているが，未だ43護
％であり，脂質摂取の質的バラソスの上から望ましい状況にあると、・えよう・
・－ T8一
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（％）
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　　　　　幼児期　　　　　　　　　学童期　　　　　　　　　思春期
　　　　　　：S（A，・B）＝O・9S9　　　　：　S・（A，B）・一＝O，977　　　　．S〔A、B）＿。．981
　　　　3i顯撒：11　　　1撒手緻：お　　　i異質指敵・・9
　　　。‘i‘　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　i3
　　　　　…　　　　　　　　…i　　　　　　　i　碧
　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　ヱロ　　　　s｝　　　　　　　　　　　　　　i6　7　　1　　　　鳴i　　　　　　　　　　l：書゜
　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘱。　　　1‘：　　　鑑
　　　　　i’工　　　　覗　　　　ぞ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ia
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛％｝　　1エネルギー一・　t2たん蝋，鋤物fk’t・んr－コ，t・tf，4脂質，5カルシ弘，6鉄17ビタ
　ミンA．8ビタミンB，，9ビタミンB2，10ビタミンC
　S　〈A，B）：所要量に対するパターン類似率
　図3　エネルギーおよび栄養素摂取量の栄養所要量に対する完足率の幼児期から
　　　思春期への変動
表6　栄養所要量に対ずる栄養紫等摂敢状況の幼児期から思春期への変動
?
取　不 足 適 量　摂 取
?
量摂 取（50％以下） （91～110％） （151％以上）
幼児期 学童期 思春期 幼児期 学童期 思春期 幼児期 学童期 思春期
エネルギー 0 0 o 55．6 44．4 85．7 0 0 0
た　ん　臼　質 ?? o o 55．6 66．7 57．1 0 o o
動物性たん自質 33．3 0 0 1L1 22．2 71．4 0 11．1 14．3
脂　　　　質 o o o 44．4 55．6 85．4 0 0 0
カルシウム o 0 0 44．4 55．6 42．9 0 0 0
鉄 o o 0 33．3 44．4 57．1 o 1エユ 0
ビタ　ミ　ンA
? ? o 33．3 114 14．3 0 55．6 28．5
〃　　B1 0 o G 11．1 1L1 71．4 o 22．2 o
〃　　B2 0 　ヒf 0 222 55．6 57．1 o 11．1 0
〃　　C 0 0 0 44．4 0 14．3 0 88．9 7L4
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　　　幼　　　　　　　　学　　　　　　　　思
　　　児　　　　　　　　並　　　　　　　　春
　　　期　　　　　　　　期　　　　　　　　期
　　　　　▲一▲裾質エネルギー比
　　　　　△＿一△穀類エネルギー比
　　　　　■ト→■脂頭エネルギー比
　　　　　ロー［］たん臼質エネルギー比
図4　エネルギー比の幼児期から思春期
　　への変動
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　　幼　　　　　　　　学　　　　　　　　思
　　児　　　　　　　　量　　　　　　　　春
　　期　　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　　〕購
　　　　　Cトく⊃動物性たん臼質比
　　　　　●」司●動物性脂質比
図5　動物性たん白質比・脂質比の幼児期
　から思春期への変動
　5．　個人栄養の視点からみた成長に伴う追跡調査成績
　幼児期から思春期までの追跡調査成績を個人栄養の視点から観察するために，体位発育状況のパタ
ーンによって6例を選び，各対象児の変動状況を表7，表8に示した。なお・No・2とNo・7の対象
児の体位発育状況のパターソがほぼ類似しているため・No・7の記載を省略することとした。
　No．1（女）：対象児中最も体位が秀れ，身長と体重の均衡がとれており，成長と共に推計基準値を
3．2～11．1％凌駕するようになる。幼児期において乳類充足率が11・　7％と低値であった他は・食品群
別摂取量に摂取不足はみられず，栄養素等摂取量ではカルシウムの充足率が81・O％であった他はすべ
て適量摂取域以上であり，動物性たん白質比が43・1％で対象児中最高値であった・学童期・思春期の
摂取状況は穀類充足率（70～78％）とエネルギー充足率（89～94％）がやや低いことを除いては・い
ずれも望ましい水準にあった。
　No．　2（女）：幼児期・学童期共に体位は推計基準値の93～96％であったが，学童期に身長の発育カミ
良好となり，思春期には体重が推計基準値を超え102、8％に達した。幼児期の食品群牙目摂取量垂ま乳類
充足率（39．・8％）と肉類充足率（43，1％）が低く，菓子類が目安量の3倍を超える等その他にも粁
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の問題点がみられたが，この対象児の家庭では山羊を飼育し，夏と秋に山羊乳飲用が可能なため，乳
類摂取量は対象児中最も多い。栄養素等摂取量ではカルシウムが充足されている唯一の対象児である
が，動物性たん白質，ピタミソB1およびB2が充足されていなかったのが，学童期・思春期にはいず
れも望ましい摂取状涜になっている。
　No．3（女）：幼児期の体位比率91％から，学童期に身長，体重共に99％に成長し，思春期には体重
比率が113．　5　％と顕著に増加した。幼児期における食品群別摂取量は乳・肉類の充足率が16．O％，
29．3％と低く，次いで緑黄色野菜と穀類のぞ2“Lth：69・　5％e，71．5％であるなど，若干の問題点をもち，
また，栄養素等摂取量は動物性たん白質，カルシウム，鉄，ビタミソB1およびB2が充足されてい
なかったe学童期では動物性食品の充足率がやや低く，したがって，動物性たん白質充足率が90．5％e
であった他は，ほとんどの栄養素が充足されていたが，思春期の摂取状況は充足率の低い項目が目立
つ方であうた。
　No．4（男）：幼児期からやせ型であるが，学童期に身長の推計基準値に対する比率91・9％に対し
て，体重のそれが79．　9％oとやせ型が顕著で，思春期には身長比率が103・　1％，体重比率が89．　4％と長
育が促され，発育パターソが対象児中では個性的である。幼児期においては乳類充足率（14・　3％）は
低いものの，肉類充足率（87．4％）は対象児中では高く，他方，穀類充足率（62・　2％）が低く，薬子
類が目安量の3．9倍摂取され，栄養素摂取量では動物牲たん白質とカルシウムが充足されない摂取状
況であった。学童期，思春期にはエネルギーおよび各栄養素は全て充足され，動物性たん白質，ビタ
ミンAおよびC，さらに学童期はピタミソ81およびB2もそれぞれ多量摂取域に入り，動物性たん
白質比は50劣を凌駕するなt　成長に伴う摂取栄養水準の改善度が顕著であったe
No．5（女）：幼児期の身長比；”’89．　6％，体重比率7ag％の状況から，順調な発育を続け・思春期には
身長比率10α1％，体重比率99・O％に達した。幼児期においては乳類充足率8・3％・肉類充足率25・0％
と低く，栄養素等摂取量では所要量を充足しているのはエネルギー・たん白質およびビタミソCのみ
であった。学童期に至ると全栄養素が所要量を超え，思春期においてもいずれも適量摂取域以上であ
り，動物性たん白質比はそれぞ2z48．　9％，54・　6％と増加するなど・成長と共に望ましい摂取水準に改
善されている。
　No．　6（女）：体位比率は幼児期の90％から学童期に93～95％・思春期に100～114％へ順調な発育を
続け，身長は推計基準値に達し・体重はそれを凌駕している。幼児期において肉類，乳類・卵類の充
足率がそれぞれ3．e％，3・　8％，53・O％と対象児中最低値を示し・したがって・動物性たん白質充足率
（47．　9％）および動物性たん白質比（257％）が同じく最低値であり，充足されているのはエネルギ
ーとビタミソCのみであった。成長に伴い・上記3種の動物性食品の摂取量は増加したが，思春期に
卵類のみが充足され，肉，乳類の充足率は対象児中最低値であるものの，魚介類は幼児期より目安量
を超えて摂取されている。学童期の摂取栄養水準は良好となり・思春期のそれも脂質とピタミソB2
の充足率がやや低値である他は，おおむね良好であった。
　以上をまとめると，豪雪地帯の山間僻地において・日本経済の高度成長の初期から最盛期を経て・低
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成長時代に至る蒔代酌推移の中で発育期をすごした小児たちの幼児期の食生活は，その後の学童期お
よび思春期においてどのように変容されていくものであるかについて，7～9名の事例について追跡
調査を試みたのであるが，いずれも成長と共に改善されていた。また，幼児期の体位も，昭和60年に
おける体位推計基準値に対する身長の比率92．　8土3，3％，同じく体重の比率gao±6。0％の状況から，
それぞれ成長と共に増加し，思春期には身長の比率h；　99．　9±2．7％e，体重の比率が104．　0土8，6％にな
った。これら幼児期の摂取栄養水準が，成長に伴って良好となる現象のおおむねは，発育に伴う本能
的な栄養要求の発現と共に，高度成長の恩恵の漫透による食生活環境の改善によるものと推測され，
とくに，学校給食に負うところが大きいように思われる。学校給食の影響については機会を改めて検
討する予定である。
　なお，各事例の変動のプロフィールにはそれぞれ特徴があり，各対象児が家族単位の食生活の中に
あって，供される食物を摂取しつつ，個性的な成長を続けていることがうかがわれ，そこから，個人
栄養の考察において貴重な示唆を得ることができる。これは集団栄養の平均値としての推握からは見
出し難いことである。多数の事例から学ばせていただきたいのであるが，この種の調査への協力は得
難く，したがって研究報告も少ないようである。引き続き，高校生から20歳に至るまで追跡調査を依
頼させていただく予定であり，幼児期から成人までの個人栄養の変動のプPフィールから，栄養教育
上どのような示唆を授けられるであろうか期して待ちたい。
? ?
　幼児栄養をより適確に把握するために，山村の小児7～9名について，その幼児期，学童期おまび
思春期の食物摂取状況を追跡調査し，以下の結果を得た。
　（1）幼児期における食晶群別摂i取パターンの目安量パターソに対する類似性が低く，とくに乳，肉
類充足率が15．　8％，35．　7％で，それらの摂取上の個人差の顕著な，概してやや低位の摂取状況は，学
童期および思春期には目安鍵パターソに類似する方向に改善された。
　｛2）幼児期の動物性たん白質ほか5栄養素の充足率が66．7～94．1％で，充足されているのはmネル
ギー，たん白質，ピタミソAおよびCであるやや低位の摂取栄養水準は，学童期にはエネルギーと各
栄養素が，思春期においてもビタミンB2（94．1％）を除く各栄養素が所要量を充足する望ましい水
準に勢達している。
　（3）幼児期から思春期へ，動物性たん白質比は32．　8％→46．5％→47．　8％，動物性脂質比は26，2％→
43．　2％→43．　4％と変動し，成長と共に．動物性食品の摂取量が増えている。
　（4）各対象児個人の幼児期から思春期への摂取栄養水準の変動のプnフィールは，おおむねは平均
値の示す様稽に包含されるが，それぞれ個性的な特徴を擁していた。
　㈲　対象児の体位の昭孝目60年における体位推計基準値に対する比率の幼児期から思春期への変動
は，r身長について1＃　92．　8圭3．3→97．　5±3．　8－－99．　9±2．7％，体重にr）いては92．　0±6．⑪→92．2土9，　3→
104、o土＆6％であった。
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　終りに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指導を賜わりました本学の塚原叡教授に厚く御礼申し
上げます。また，調査の進行上限りないお力添えを賜わりました前吉川町助役・現尾神区長の長沢誠
氏，歴代の区長であられた故長谷川武士氏，故杉田勝平氏，山賀隆二氏・高橋秀雄氏，吉川町立源小
学校長中村市兵衛先生，吉川町立吉川中牽校長渡辺之夫先生，さらに調査対象のご家庭の方K・の昭和
46年より56年に至る長期にわたるご協力に深く感謝申し上げます。
）
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